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《表紙》 

入谷地区で開催された家庭ビニール

バレーボール大会の様子。

５年ぶりの熱戦に入谷小学校の

体育館が揺れました！
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ベイサイドアリーナ設備改修

精力的に県外視察へ

定額減税、周知に課題

ここが聞きたい !
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特
集

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
突
然
で
す
が
、
議

会
を
直
接
見
学
︵
傍
聴
︶
出
来
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

今
回
の
特
集
は
、
議
場
や
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
、
詳

し
く
お
届
け
し
ま
す
。

役場３階、議場にてお待ちしています！

13人の議員が
様々な議案を
審議しています。

Q 誰でも見に行っていいの？

Ａ どなたでも、自由に傍聴できます。

　 お一人でも、複数でも大丈夫です。

※出入口は２か所あり、ひとつはバリアフリーです。

Q 面倒な手続きが必要なのでは？

Ａ いっさい必要ありません。

Q 傍聴のルールが煩わしいとか？

Ａ ルールはありますが、一般的な

　 マナーを守れば大丈夫です。

わずら

Q 多人数でも座れるかしら？

Ａ 座席数は、３０席あります。

　 以前には、婦人会など地域の方々で

　 お越し頂いたこともありました。

　６月定例会議は４日から開催され、７名の一般質問か

ら始まり、志津川中学校やベイサイドアリーナの改修工

事、定額減税にかかる補正予算などの審議が４日間にわ

たり行われました。

次回の定例会は、９月３日に開会予定です。

是非一度、議会の見学にお越しください！

Q 出入りのタイミングがわからないんだけど？

Ａ いつでも大丈夫です！出たり入ったり

　 は、ご自身のタイミングで OK です。

次回は
９月定例会議 特 集

そ う だ、傍 聴 へ 行 こ う
ぼう      ちょう　　　　　　　い

Q 議場はどこにあるの？

Ａ 役場本庁舎の３階にあります。

役場本庁舎には…

階段が、中央と北側に２か所あります。

北側には、エレベーターもありますよ。

 議場へはエレベーターが便利です！

『それでは、３階へ行ってみましょう！』

 エレベーターを降りたら、
 右側にある事務局へ声をお掛けください。

やさしい職員が傍聴席まで

　　ご案内いたします。

�

�
議会

事務局

星 喜美男 議長星 喜美男 議長

菅原 辰雄 副議長菅原 辰雄 副議長

�

実はここにも出入口があります

�

役場
出入口

�
中央階段

�

北側階段
※すこし分かり
　づらいです

�

エレベーター

３階案内図

三浦 清人 議員三浦 清人 議員

今野 雄紀 議員今野 雄紀 議員

村岡 賢一 議員村岡 賢一 議員

及川 幸子 議員及川 幸子 議員

佐藤 正明 議員佐藤 正明 議員

後藤伸太郎 議員後藤伸太郎 議員

佐藤 雄一 議員佐藤 雄一 議員

須藤 清孝 議員須藤 清孝 議員

髙橋 尚勝 議員髙橋 尚勝 議員

阿部 　司 議員阿部 　司 議員

伊藤 　俊 議員伊藤 　俊 議員



答 問 答 問

答 問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
文
化

交
流
ホ
ー
ル
の
可
動
イ
ス
の

改
修
は
。

　
　

今
回
と
は
別
に
改
修
す

る
予
定
で
あ
る
。

南三陸町議会だより 第74 号 ●４南三陸町議会だより 第74 号●５

議
案議

審
６月定例会議

算
正補

予
６月定例会議

ベイサイドアリーナ設備改修ベイサイドアリーナ設備改修
トイレ・エアコン改修などに２億 3,650 万円

今
後
さ
ら
に

可
動
イ
ス
の
修
理
も

志
津
川
中
学
校

ト
イ
レ
洋
式
化
へ

◆会
◆議

◆の

◆ご
◆う

◆き

各
委
員
会
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
！

民
生
教
育
防
災
常
任
委
員
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

いじめ・不登校問題
要保護児童対策
　　　　　 を調査

京都府与謝野町、

宮津市へ

定額減税、周知に課題定額減税、周知に課題
一般会計総額は 118 億 4,100 万円に

　
今
補
正
に
お
い
て
は

物
価
高
騰
対
応
と
し
て

の
臨
時
交
付
金
支
援
と
、

東
日
本
大
震
災
交
付
金

の
返
還
及
び
今
春
の
人

事
異
動
に
伴
う
整
理
調

整
を
行
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

答 問 答 問
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
前
年

度
末
ま
で
に
定
年
未
達
で
退

職
し
た
人
数
と
今
年
度
採
用

し
た
人
数
は
。

　
　

退
職
者
は
５
名
。
今
年

度
の
新
規
採
用
は
15
名
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
現

在
の
業
務
量
と
人
員
バ
ラ
ン

ス
が
不
調
和
で
は
。

　
　

行
政
改
革
を
推
進
し
な

が
ら
業
務
の
質
と
量
の
適
正

化
を
図
る
。

労
働
力
不
足
を
補
う

外
国
人
技
能
実
習
生

答 問
　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
定

額
減
税
に
か
か
る
２
億
８
千

万
円
の
根
拠
と
関
係
者
へ
の

周
知
対
応
等
に
つ
い
て
は
。

　
　

一
人
４
万
円
で
７
千
人

を
想
定
し
、
周
知
に
つ
い
て

は
チ
ラ
シ
や
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し

て
詐
欺
等
の
注
意
喚
起
を
図

り
な
が
ら
進
め
る
。
な
お
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
７
月
上
旬

を
予
定
。

適
正
人
員
の
確
保
を

答 問
　

（
三
浦
清
人
議
員
）
当
町

に
も
技
能
実
習
制
度
を
活
用

し
た
外
国
人
が
多
数
来
町
し

て
い
る
が
短
期
で
移
動
し
て

し
ま
う
。
よ
り
有
効
的
な
施

策
は
。

　
　

外
国
人
の
就
労
目
的
が

労
賃
取
得
に
な
っ
て
い
て
国

内
外
を
問
わ
ず
影
響
が
生
じ

て
い
る
。
賃
金
等
に
は
言
及

で
き
な
い
が
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
じ
た
交
流
な
ど
で
親
交
を

深
め
る
努
力
は
し
て
い
る
。

人  

事

佐
藤
　
　
茜 

氏(

新
規)

阿
部
　
高
裕 

氏( 

〃 )

山
内
　
勇
喜 

氏( 

〃 )

　

阿
部
あ
い
子 

氏(

継
続)

阿
部
　
勝
吉 

氏( 

〃 )

鈴
木
　
麻
友 

氏( 

〃 )

　

菅
原
　
博
文 

氏( 

〃 )

阿
部
　
博
之 

氏( 

〃 )

遠
藤
　
重
幸 

氏( 

〃 )

  　
認
定
農
業
者
（
ま
た
は
準

ず
る
者
）
は
過
半
数
以
下
の

４
名
。

農
業
委
員
会
委
員︵
９
名
︶

の
任
命
同
意

新
規
３
名
、
継
続
６
名

答 問
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
認
定

農
業
者
数
は
。

　
　

町
内
の
認
定
農
業
者

（
ま
た
は
準
ず
る
者
）
は
30

名
で
あ
る
。

庄
内
町
議
会
合
同
研
修
会

※

他
に
議
会
広
報
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

　
員
会
で
も
県
外
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
野
　
雄
紀 

委
員
長

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
委
員
長
を
辞
任

新
委
員
長

新
副
委
員
長

菅
原
　
辰
雄 

委
員

後
藤
　
伸
太
郎 

委
員

友好町の山形県
庄内町議会
　　　　と合同研修

山形県庄内町へ

農業・水産業
の現状と課題
　　　　　 を調査

答 問 答 問
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
工
事

に
伴
う
騒
音
対
策
は
。

　
　

主
な
工
事
は
夏
休
み
や

土
日
等
に
行
う
。
授
業
へ
の

影
響
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
生
徒
、

教
職
員
用
ト
イ
レ
は
一
緒
か
。

　
　

別
々
に
な
っ
て
い
る
。

共
に
改
修
す
る
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
入
札

執
行
は
会
計
課
で
担
当
し
て

い
る
の
か
。
最
低
価
格
を
下

回
っ
て
入
札
さ
れ
た
場
合
の

扱
い
は
。

　
　

会
計
課
長
が
入
札
執
行

し
て
い
る
。
最
低
制
限
価
格

を
下
回
っ
た
場
合
、
従
来
と

同
様
失
格
と
な
る
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
今
後
の

生
徒
数
減
少
を
見
込
ん
だ
改

修
か
。

　
　

今
回
は
設
備
の
老
朽
化

に
よ
る
改
修
。
大
き
く
数
を

減
ら
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

和
式
か
ら
洋
式
に
変
更
さ
れ
、

柔
剣
道
場
は
男
女
別
に
。

静岡県東伊豆町、

水産海洋技術研究所へ

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

答 問
　

（
伊
藤
俊
議
員
）
災
害
時

の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
ほ

し
い
が
。

　
　

避
難
所
等
の
拠
点
施
設

で
も
あ
り
、
今
後
も
必
要
な

対
応
を
行
う
。

災
害
時
の
拠
点
施
設

と
し
て
整
備
を

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
村
の

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
が
改
修

さ
れ
ま
す
。

※

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
は
議
長
を
除
く

　
12
名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問

ここが聞きたい！

一般質問は年４回の定例会議でのみ

一問一答方式で

１人９０分の制限時間で行われます。

議員からの通告によって行われるため

町政全般について自由度の高い議論が展開されます。

今回は

７人の議員が　１６件について

行いました。

①食料危機に対応する農政の考え
　を伺う
②金融教育の対応について伺う

　
①化石を活用した町おこしを
②防災庁舎の今後は
③三陸道の交通安全について

①部活動環境に柔軟な対応を
②路面の傷みがひどい。今後の対応は

①人口減が消滅可能性自治体を生む
　と言われたが
②道路・護岸の変化の確認対応は
　大丈夫か

５

６

７

１

２

３

4

阿部　司　議員……７ページ

後藤伸太郎　議員…８ページ

須藤　清孝　議員…９ページ

佐藤　雄一　議員…１０ページ

　各議員の一般質問の動画が見やすいよう、それぞれのページにQRコードを掲載して
います。お手元のスマートフォン等でカメラを起動し、QRコードを読み込み、再生す
ると、その議員の質問の時間からご覧いただくことが可能です。

今野　雄紀　議員…１１ページ

伊藤　俊　議員……１２ページ

及川　幸子　議員…１３ページ

「各議員の質問内容」

問答答 問答 答

答

問

問

答

　
　

当
町
に
お
け
る
耕
種
別

農
業
経
営
の
現
況
は
。

　
　

水
稲
が
43
％
で
畑
地
が

57
％
で
あ
る
。

　
　

耕
種
別
農
業
経
営
の
主

な
歴
史
は
。

　
　

戦
後
の
食
料
不
足
か
ら

水
稲
主
体
の
経
営
が
生
産
技

術
の
向
上
と
米
の
消
費
減
退

と
で
近
年
で
は
過
剰
に
な
り

減
反
調
整
で
種
々
の
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　

今
国
会
に
お
い
て
﹁
食

料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
﹂

が
成
立
し
た
が
内
容
は
。

　
　

国
際
情
勢
等
で
国
民
に

食
料
が
行
き
渡
ら
な
い
場
合

に
国
に
よ
る
増
産
指
示
が
認

め
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。

　
　

今
改
正
で
非
協
力
者
に

は
20
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
。

　
　

食
料
調
達
の
取
組
上
穀

答 問

答 問

食
料
危
機
に
対
応
す
る
農
政
の
考
え
を
伺
う

町
長
　
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
話
を
進
め
る

農政転換

　
　

成
年
年
齢
引
下
げ
で
高

校
で
の
金
融
教
育
必
修
化
が

図
ら
れ
て
い
る
が
、
小
・
中

校
で
の
現
況
は
。

　
　

小
学
校
で
は
家
庭
生
活

で
の
物
と
お
金
の
学
習
や
中

学
校
で
は
金
銭
収
支
の
学
習

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

成
年
年
齢
引
下
げ
に
伴

う
金
融
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
対

応
に
つ
い
て
は
。

　
　

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
る
。

　
　

金
融
教
育
は
子
供
・
成

人
を
問
わ
ず
全
町
民
に
必
要

と
考
え
る
が
、
金
融
広
報
委

員
会
等
を
活
用
し
て
は
。

　
　

公
正
中
立
の
機
関
を
活

用
し
知
識
を
深
め
る
こ
と
は

今
後
も
必
要
と
考
え
る
。

　
　

地
方
で
は
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
未

来
に
向
け
投
資
を
原
資
と
す

る
商
品
活
用
も
必
要
で
は
。

　
　

貯
蓄
等
も
必
要
で
あ
る

が
年
金
の
問
題
は
国
の
責
任

で
も
あ
る
。

　
　

今
後
も
追
及
す
べ
き
問

題
で
あ
る
が
、
地
方
で
暮
ら

す
者
に
お
い
て
は
守
り
の
思

考
に
な
る
が
こ
う
し
た
長
期

戦
略
も
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

投
資
に
関
す
る
考
え
も

必
要
で
あ
る
が
犯
罪
も
多
発

し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
今
後
は
充
分
な
金
融
知

識
を
深
め
将
来
設
計
を
検
討

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

農政転換には担

い手が納得する

国策が必要と思

うが。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

物
増
産
計
画
の
非
協
力
者
に

対
す
る
罰
則
金
で
あ
る
。

　
　

今
回
は
前
科
の
付
く
罰

金
刑
が
適
用
に
な
る
が
。

　
　

高
齢
で
生
産
で
き
な
い

場
合
等
は
対
象
外
と
な
る
。

　
　

宮
城
県
の
食
料
自
給
率

は
72
％
で
東
北
の
６
県
で
は

１
０
８
％
に
な
る
。
国
の
一

律
適
用
に
は
疑
問
に
思
う
が
。

　
　

国
の
制
度
設
定
は
総
体

的
に
行
う
が
地
域
の
実
態
も

踏
ま
え
る
よ
う
話
を
運
び
た

い
。

問

答 問

答

問

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

阿
部 

　
司 

議
員

あ
　
　
べ
　
　
　
　
　  

つ
か
さ

※本文は、原文のとおり掲載しています。

我が家でも資産形成考えてみるか

問

答 問

金
融
教
育
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

長期戦略

町
長  

今
後
は
金
融
知
識
を
深
め
る
こ
と

　
　  

が
大
切
と
考
え
る

①広範な交通弱者の通院・買い物
　など足の確保の満足度は

①スポーツツーリズムの展開について
②デマンド交通のこれから
③地域産業振興のための基盤強化

①住宅再建が減り関連仕事に危機迫る
②町内の道路網整備について
③ヤングケアラーへのサポートについて



こ
こ
が
聞
き
た
い

新種発見のチャンス！

問答

答

問答 答

問

問

問

問答

問答

答

問

防
災
庁
舎
の
今
後
は

震災遺構

町
長  

意
見
交
換
会
の
内
容
を
踏
ま
え
、

　
　 

町
で
管
理
し
て
い
く

問答 問 答

※本文は、原文のとおり掲載しています。 ※本文は、原文のとおり掲載しています。

問

ホントにやりたい部活動は？

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

答 答

問答

問 答

問
　
　

歌
津
地
区
で
は
学
術
的

価
値
の
高
い
化
石
が
多
く
見

つ
か
っ
て
い
る
。
展
示
や
保

管
の
状
況
は
。

　

︵
教
育
長
︶
歌
津
総
合
支

所
内
に
化
石
展
示
室
を
設
け
、

町
内
の
代
表
的
な
化
石
を
で

き
る
限
り
集
約
し
て
展
示
し

て
い
る
ほ
か
、
管
の
浜
の
魚

竜
館
に
は
魚
竜
化
石
が
現
地

保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ハ
マ
ー
レ
広
場
に
化
石

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
新
設
を
検

討
し
て
は
。
商
店
街
と
の
相

乗
効
果
も
狙
え
る
の
で
は
。

　
　

歌
津
に
誘
客
す
る
施
設

整
備
は
し
た
い
が
、
財
源
が

見
つ
か
ら
な
い
。
新
設
の
一

歩
手
前
、
既
存
の
展
示
室
の

改
修
等
を
考
え
た
い
。

︵
教
育
長
︶
図
書
な
ど
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
学
習
の
場

と
し
て
も
活
用
し
た
い
。

化
石
を
活
用
し
た
町
お
こ
し
を

町
長
　
施
設
整
備
は
財
源
が
課
題

教育×観光

他
に
﹁
三
陸
道
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
﹂
も
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
詳

細
は
、
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

部
活
動
環
境
に
柔
軟
な
対
応
を

教
育
長
　
生
徒
の
価
値
観
や
学
び
の
多
様
性
に
合
わ
せ
進
め
て
い
く

　
　

﹁
旧
防
災
対
策
庁
舎
の

こ
れ
か
ら
を
考
え
る
意
見
交

換
会
﹂
で
は
、
ど
の
よ
う
な

意
見
が
聞
か
れ
た
か
。

　
　

70
名
以
上
の
出
席
が
あ

っ
た
。
残
す
意
義
は
あ
る
と

い
う
意
見
や
、
町
有
化
決
定

は
不
意
打
ち
だ
と
い
う
声
な

ど
が
あ
っ
た
。

　
　

防
災
教
育
は
遺
構
だ
け

で
は
完
結
し
な
い
。
震
災
を

知
ら
な
い
世
代
が
語
り
部
を

す
る
時
が
必
ず
来
る
。
そ
の

時
の
た
め
に
も
、
今
回
の
議

事
録
は
公
開
す
る
の
か
。

　
　

作
成
し
た
議
事
録
は
公

開
す
る
予
定
。

　
　

次
の
開
催
予
定
は
。

　
　

要
望
が
あ
れ
ば
開
催
し

た
い
が
、
行
政
主
導
だ
と
自

由
な
意
見
が
言
い
づ
ら
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

地域移行

　
　

局
所
的
な
降
雨
に
よ
り

冠
水
す
る
が
原
因
は
。

　
　

水
尻
川
バ
ッ
ク
堤
防
の

整
備
に
よ
り
、
水
の
は
け
口

が
限
ら
れ
一
時
的
に
滞
水
す

る
。
県
と
協
力
し
、
排
水
側

溝
等
の
清
掃
等
を
続
け
る
。

　
　

今
後
、
廻
館
線
を
改
修

す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　

路
線
の
延
長
が
約
４
０

０
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
工
事
費

は
１,

４
０
０
万
円
ほ
ど
か

子どもたちの気

持ちに、町はど

う答えるのか。

民間団体 Hookes
（ほっけす）と連
携して家族連れ
を 呼 び 込 み ま
しょう。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

QRコードから一般質問

の動画が見られます。　

ご　

 

と
う　
　

し
ん　

 

た　

  

ろ
う

答問

答

　
　

町
内
の
小
中
学
校
で
は

化
石
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

学
習
を
し
て
い
る
の
か
。

　

︵
教
育
長
︶
町
内
す
べ
て

の
小
学
６
年
生
が
、
ふ
る
さ

と
学
習
会
の
中
で
展
示
室
の

見
学
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　

我
が
町
な
ら
で
は
の
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
人
気

を
博
し
て
い
る
化
石
の
発
掘

体
験
の
体
制
強
化
は
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
１
人
着
任
し
、
補
助
金
の

充
実
も
図
っ
て
い
る
。

　
　

教
育
に
も
資
す
る
こ
の

体
験
を
町
外
に
も
さ
ら
に
発

信
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、

そ
も
そ
も
町
内
の
小
中
学
校

で
は
体
験
し
て
い
る
か
。

　

︵
教
育
長
︶
現
在
は
し
て

問

答 問

答
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

須
藤 

清
孝 

議
員

す　

 

と
う　
　

き
よ　

た
か

路
面
の
傷
み
が
ひ
ど
い
。
今
後
の
対
応
は

町
長
　
状
況
に
応
じ
て
、
必
要
な
対
応
を
講
ず
る

高校通学路

　
　

学
校
教
育
に
お
け
る
部

活
動
の
意
義
と
目
的
は
。

　
　

教
育
活
動
の
一
環
で
あ

り
、
豊
か
な
人
格
形
成
に
お

い
て
、
教
育
的
意
義
は
高
い
。

　
　

運
動
系
部
活
動
と
文
化

系
部
活
動
の
割
合
は
。

　
　

運
動
系
は
多
数
あ
る
が
、

文
化
系
は
吹
奏
楽
の
み
。

　
　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
文
化
系
の
部
活
動
を

増
や
せ
な
い
か
。

　
　

部
活
動
設
置
と
い
う
考

え
方
で
は
な
く
、
自
由
に
活

動
で
き
る
よ
う
、
任
意
加
入

制
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

地
域
移
行
の
現
状
と
課

題
は
。

　
　

他
地
域
の
先
進
的
な
取

り
組
み
の
情
報
収
集
に
努
め

て
お
り
、
具
体
的
に
は
進
ん

問 答

で
い
な
い
。
受
皿
の
整
備
、

人
材
の
確
保
が
課
題
だ
。

　
　

い
ず
れ
学
校
か
ら
部
活

動
は
な
く
な
る
の
か
。

　
　

最
初
は
休
日
の
部
活
動

か
ら
取
り
組
み
、
お
お
む
ね

完
了
の
後
、
平
日
も
移
行
す

る
。

　
　

部
活
以
外
に
所
属
し
活

躍
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
増

え
て
い
る
。
一
方
で
、
部
活

の
参
加
機
会
が
少
な
い
の
に

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
の
道
具
を

揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
が
あ
る
。
家
計
負
担
を
考

慮
し
柔
軟
な
対
応
は
出
来
な

い
か
。

　
　

部
活
動
が
全
て
で
は
な

い
。
任
意
加
入
制
の
導
入
で

環
境
を
変
え
、
子
供
た
ち
や

家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活

動
の
推
進
を
可
能
に
し
て
行

き
た
い
。

か
る
。
事
情
が
あ
り
今
は
話

せ
な
い
が
、
今
後
交
通
量
が

増
え
る
。
費
用
対
効
果
も
含

め
そ
の
後
の
対
応
に
な
る
。

　
　

当
該
路
線
は
国
道
よ
り

路
面
が
低
い
。
利
便
性
を
考

慮
し
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
　

時
期
が
来
た
際
に
は
、

そ
う
い
う
対
応
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
。

い
な
い
。
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　

南
三
陸
を
化
石
で
盛
り

上
げ
よ
う
と
い
う
民
間
団
体

が
で
き
た
。
官
民
連
携
し
て

歌
津
に
人
を
呼
び
込
む
ア
イ

デ
ィ
ア
を
考
え
て
ほ
し
い
が
。

　
　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
、

後
方
支
援
を
お
こ
な
う
。
来

町
者
の
滞
在
時
間
を
長
く
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。



問答

答

問答 答

問問 答 問答

問答

答

問

町道護岸の管理

町
長  

日
常
的
な
巡
視
・
点
検
確
認
し

　
　 

必
要
な
対
策
を
と
る

　
　 

問答 問

答

答

※本文は、原文のとおり掲載しています。 ※本文は、原文のとおり掲載しています。

問

問

全面解禁、規制緩和でライドシェアも活用
してコミュニティを

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

答 答

問

問
　
　

現
在
の
各
年
代
の
内
訳

は
。

　
　

総
人
口
１
１,

６
５
９

人
に
対
し
18
歳
未
満
が
全
体

の
11
％
19
〜
29
歳
が
８
％
・

30
〜
69
歳
が
49
％
・
70
歳
以

上
が
32
％
で
あ
る
。

　
　

若
年
層
の
成
婚
率
を
上

げ
る
工
夫
の
施
策
は
。

　
　

町
内
の
若
年
層
の
定
着

と
出
生
率
の
向
上
を
成
し
遂

げ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

結
婚
後
の
生
活
環
境
や
経

済
的
な
不
安
を
取
り
除
く
よ

う
な
施
策
を
は
じ
め
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
と
切
れ
目
の

な
い
支
援
の
充
実
が
必
要
だ
。

　
　

人
口
減
少
に
よ
る
空
き

家
対
策
は
。

　
　

移
住
・
定
住
対
策
の
枠

組
み
の
中
で
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
の
取
り
組
み
を
行
っ

人口減対策

道
路
・
護
岸
の
変
化
の
確
認
対
応
は
大
丈
夫
か

※

　
Ｐ
計
画

　
　
Ｄ
実
行

　
　
Ｃ
評
価

　
　
Ａ
対
策
・
改
善

　
検
証
型
プ
ロ
セ
ス
を

循
環
さ
せ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
品
質
を
高
め
よ
う

と
い
う
概
念
。

広
範
な
交
通
弱
者
の
通
院
・
買
い
物
な
ど
足
の
確
保
の
満
足
度
は

　
　

道
路
・
護
岸
等
に
変
化

が
見
受
け
ら
れ
る
が
そ
れ
ら

の
確
認
と
原
因
調
査
と
対
応

は
。

　
　

頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害

に
よ
る
河
川
出
水
に
よ
り
、

河
床
が
洗
堀
、
護
岸
基
礎
の

露
出
、
支
持
力
が
著
し
い
箇

所
も
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
引
き
続
き
日
常
的
な
巡
視

点
検
に
よ
る
確
認
を
行
い
必

要
に
応
じ
対
策
工
を
実
施
し

て
い
く
。

荒唐無稽

ＢＲＴを柳津から石

巻への直結は「荒唐

無稽な質問だ」の答

弁に哀しくなった。

心が折れた。

本当に負担がか
からないように
しないと。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

QRコードから一般質問

の動画が見られます。　

答 て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も

第
２
期
総
合
戦
略
に
掲
げ
た

施
策
を
中
心
と
し
て
、
人
口

減
少
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　

復
興
住
宅
の
空
き
室
と

人
口
減
少
対
策
へ
の
活
用
は
。

　
　

住
宅
に
困
窮
す
る
低
額

所
得
者
に
対
し
て
低
廉
な
家

賃
で
賃
貸
す
る
住
宅
で
あ
り
、

公
営
住
宅
法
の
趣
旨
に
違
反

し
な
い
範
囲
で
入
居
者
資
格

を
拡
大
し
、
町
外
単
身
移
住

希
望
者
の
入
居
を
可
能
と
す

る
な
ど
、
空
き
戸
対
策
を
講

じ
こ
れ
か
ら
も
住
宅
事
情
に

合
わ
せ
入
居
者
資
格
拡
大
等

を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　

公
共
物
の
維
持
管
理
は

の
ち
の
住
民
に
負
担
が
増
大

す
る
こ
と
な
く
運
営
が
で
き

る
の
か
。

　
　

急
速
に
進
む
人
口
減
少

や
、
行
財
政
運
営
が
よ
り
一

層
厳
し
さ
を
増
す
事
が
予
想

さ
れ
る
中
、
将
来
の
世
代
に

大
き
な
負
担
を
残
す
こ
と
な

く
、※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
庁
内
横
断
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問

答 問答

問
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佐
藤 

雄
一 

議
員

さ　

  

と
う　
　

ゆ
う　

い
ち

今
野 

雄
紀 

議
員

こ
ん　

  

の　
　

  

ゆ
う　

 

き

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

広
範
な
交
通
弱
者
の
通
院
・
買
い
物

　
　
　
　
な
ど
足
の
確
保
の
満
足
度
は

町
長
　
全
て
の
方
々
に
満
足
な
路
線
は
非
常
に
難
し
い

の
範
疇
か
ら
外
れ
る
。
も
う

少
し
調
べ
て
か
ら
可
能
な
の

か
質
問
す
べ
き
で
、
こ
の
ア

イ
デ
ィ
ア
は
荒
唐
無
稽
な
話

だ
。

　
　

三
陸
道
へ
の
高
速
バ
ス

停
設
置
の
必
要
性
は
。

　
　

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
が
運
行

の
た
め
町
は
直
接
関
与
で
き

な
い
。
議
員
は
三
陸
道
が
で

き
る
時
、
議
員
だ
っ
た
の
で

そ
の
時
こ
う
い
う
発
言
が
あ

れ
ば
可
能
性
が
あ
っ
た
か
も
。

私
は
今
聞
い
て
残
念
だ
。
ま

だ
基
本
設
計
段
階
の
時
に
話

し
て
も
ら
っ
て
い
れ
ば
、
違

う
展
開
、
可
能
性
は
ち
ょ
っ

と
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

 

　

交
通
弱
者
の
通
院
、
買

い
物
、
用
足
し
に
十
分
対
応

で
き
て
い
る
か
。

　
　

不
満
の
あ
る
方
、
満
足

し
て
い
る
方
も
い
る
。

　
　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
営

に
、
ト
ヨ
タ
さ
ん
の
基
金
が

今
年
度
ま
で
だ
が
。

　
　

町
の
負
担
金
７
０
０
万

円
以
外
に
、
い
ろ
い
ろ
県
の

補
助
金
な
ど
模
索
し
て
い
る
。

　
　

今
後
の
展
開
は
。

　
　

歌
津
・
清
水
の
流
れ
か

ら
荒
砥
線
を
年
内
に
運
行
す

る
。
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
は

自
治
体
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

近
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い
う

制
度
は
、
全
面
解
禁
、
規
制

緩
和
が
進
め
ば
、
林
際
の
カ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
よ
う
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
含
め
、

充
分
住
民
の
足
と
し
て
活
用

が
将
来
的
に
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。　
　
　
　

　
　

現
状
で
は
タ
ク
シ
ー
業

者
は
今
の
と
こ
ろ
必
要
な
い

と
確
認
で
き
て
い
る
。

　
　

復
興
団
地
ご
と
に
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
グ
ル
ー
プ
が

で
き
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

カ
ー
シ
ェ
ア
と
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
は
制
度
も
違
い
、
別

に
考
え
る
も
の
だ
。

　
　

も
っ
と
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
活
用

し
て
住
民
の
足
の
確
保
は
。

　
　

歌
津
地
区
は
同
じ
考
え

で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
利
便

性
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。

　
　

戸
倉
な
ど
駅
か
ら
神
割

ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
よ
う

な
運
行
で
利
便
性
の
向
上
は
。

　
　

単
純
に
は
い
か
な
い
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
支
払
い
部
分
な
ど

ネ
ッ
ク
に
な
る
。

　
　

気
仙
沼
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
石

巻
へ
直
行
の
必
要
性
は
。

　
　

Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
道
化
な
の

か
。
一
般
道
を
利
用
な
の
か
。

Ｂ
Ｒ
Ｔ
は
三
陸
道
を
走
れ
な

い
。
一
般
道
だ
と
気
仙
沼
線

人
口
減
が
消
滅
可
能
性
自
治
体
を

　
　
　
　
　
　
　
生
む
と
い
わ
れ
た
が

町
長
　
町
内
の
若
年
層
の
定
着
と
出
生
率
の
向
上
に
か
か
っ
て
い
る

　
　

道
路
の
り
面
部
分
の
広

い
と
こ
ろ
は
町
管
理
で
除
草

す
べ
き
で
は
。

　
　

管
理
路
線
数
の
延
長
が

膨
大
で
あ
り
町
の
人
的
資
源
、

財
源
を
考
慮
し
ま
す
と
す
べ

て
に
対
応
す
る
こ
と
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
可

能
な
範
囲
で
地
域
住
民
の
皆

様
に
協
力
を
得
な
が
ら
、
道

路
環
境
の
維
持
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
る
。
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答 問

答

答

問

答

問 答

問

問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

問

答

問答 答

答 問問 答 が
な
か
な
か
無
い
。
全
て
一

般
会
計
で
は
な
く
交
付
税
措

置
で
工
夫
し
て
い
る
。

　
　

平
成
の
森
の
野
球
場
、

林
間
広
場
の
芝
生
の
状
態
が

悪
い
。
業
者
と
し
っ
か
り
連

携
で
き
て
い
る
か
。

　
　

昨
夏
の
猛
暑
に
対
し
て

水
ま
き
が
十
分
で
な
か
っ
た
。

し
っ
か
り
連
携
し
て
ま
ず
は

芝
生
の
回
復
に
努
め
た
い
。

　
　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
基
盤
整
備
は
進
ん
で
い

る
か
。

　
　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
担
い

手
と
し
て
期
待
は
大
き
い
。

活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
必

要
性
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
、

持
続
可
能
な
体
制
が
構
築
さ

れ
る
よ
う
基
盤
整
備
に
努
め

て
い
く
。

　
　

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
準
備
委
員
会

の
立
ち
上
げ
も
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
試
験
的

に
先
行
し
て
外
部
コ
ー
チ
を

に
な
っ
て
い
る
方
々
を
サ
ポ

ー
ト
で
き
な
い
か
。

　

︵
教
育
長
︶
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
指
導
に
当
た
っ
て
頂
い

問
　
　

町
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
。

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
優
位

性
や
既
存
資
源
の
活
用
で
、

レ
ジ
ャ
ー
志
向
の
参
加
型
ツ

ー
リ
ズ
ム
ま
で
幅
広
く
対
応

で
き
る
多
様
性
が
あ
る
。

　
　

進
め
て
い
く
た
め
の
基

盤
と
な
る
組
織
化
の
考
え
は
。

　
　

ま
さ
に
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
よ
う
な
組
織
が
あ
る

こ
と
は
重
要
。

　
　

閑
散
期
、
平
日
の
誘
客

対
策
と
し
て
具
体
的
検
討
は
。

　
　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
進
め

て
い
る
。
並
行
し
て
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
を
予
定
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
村
の
改

修
工
事
の
財
源
に
つ
い
て
は

町
債
の
割
合
が
大
き
い
。
選

択
肢
は
他
に
な
か
っ
た
か
。

　
　

改
修
工
事
の
補
助
制
度

スポーツ×観光

他
に
﹁
デ
マ
ン
ド
交
通

の
こ
れ
か
ら
﹂
﹁
地
域

産
業
振
興
の
た
め
の
基

盤
強
化
﹂
に
つ
い
て
も

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

詳
細
は
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
に
つ
い
て

町
長
　
南
三
陸
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ
ル
で
促
進

問

答

問答

問

を
持
ち
、
い
い
知
恵
を
出
し

合
っ
て
ほ
し
い
が
。

　
　

水
温
上
昇
や
海
流
の
変

化
な
ど
、
自
然
の
こ
と
は
正

直
お
手
上
げ
だ
が
、
ウ
ニ
や

ト
ラ
ウ
ト
な
ど
の
陸
上
養
殖

で
活
路
を
見
出
す
べ
く
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　

町
は
商
工
会
に
多
額
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
が

効
果
は
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た

事
業
者
に
対
す
る
巡
回
指
導

や
事
業
計
画
策
定
支
援
な
ど

を
行
っ
た
結
果
、
事
業
継
続

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
大
き
な
成
果
と
思
う
。

　
　

補
助
金
の
効
果
を
分
析

し
て
い
る
か
。

　
　

毎
年
度
、
事
業
評
価
委

員
会
が
30
以
上
の
項
目
を
分

析
し
、
次
年
度
の
計
画
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。

　
　

事
業
者
は
ど
の
よ
う
な

困
り
ご
と
が
多
い
の
か
。

　
　

巡
回
指
導
が
６
６
１
件
、

窓
口
指
導
が
７
６
３
件
行
わ

れ
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
れ
ば
一
番
多
い
の
は
資

金
繰
り
の
問
題
だ
。

問

水産業について学ぶ行政視察

住
宅
再
建
が
減
り
関
連
仕
事
に
危
機
迫
る

町
長
　
町
内
事
業
者
の
受
注
機
会
確
保
に
努
め
る

かみ合わない答

弁に苦戦しまし

た。

他
に
﹁
町
内
の
道
路
網

整
備
に
つ
い
て
﹂
﹁
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
﹂
も

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

詳
細
は
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

復
興
事
業
が
終
わ
り
、

建
築
土
木
関
係
の
仕
事
が
減

少
し
て
い
る
が
。

答　

継
続
し
て
町
内
事
業
者

の
受
注
機
会
確
保
に
努
め
る
。

　
　

個
人
で
経
営
し
て
い
る

よ
う
な
小
さ
な
事
業
者
は
入

札
に
参
加
で
き
な
い
の
で
は
。

　
　

手
続
き
を
踏
め
ば
入
札

に
参
加
で
き
る
が
、
工
事
の

内
容
、
規
模
に
よ
っ
て
ラ
ン

ク
分
け
は
あ
る
。

　
　

衰
退
傾
向
に
あ
る
水
産

業
へ
の
施
策
は
。

　
　

温
暖
化
に
よ
る
海
流
の

変
化
、
し
け
の
被
害
は
あ
っ

た
が
、
水
産
業
全
般
の
水
揚

げ
は
横
ば
い
の
状
況
。
衰
退

傾
向
と
い
う
ほ
ど
で
も
な
い

が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

支
え
て
い
く
。

　
　

新
聞
報
道
で
は
ホ
ヤ
ピ

ン
チ
と
出
て
い
た
。
危
機
感

ひとと資源を最

大限に活用でき

る ツ ー リ ズ ム

を！

景気低迷

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

QRコードから一般質問

の動画が見られます。

問

伊
藤 

　
俊 

議
員

い　

  

と
う　
　
　
　
　

し
ゅ
ん

問答

答

及
川 

幸
子 

議
員

お
い　

か
わ　
　

ゆ
き　

  

こ

て
い
る
有
り
難
さ
は
あ
る
。

生
徒
の
指
導
面
だ
け
で
な
く

交
通
の
面
や
ケ
ガ
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
、
費
用
弁
償

な
ど
課
題
は
多
岐
に
渡
る
。

ま
ず
は
し
っ
か
り
他
地
区
の

情
報
収
集
な
ど
に
努
め
る
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
取

り
巻
く
環
境
は
社
会
情
勢
の

変
化
も
有
り
厳
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
全
て
を
支
援
で

な
く
て
も
、
一
部
支
援
で
も

出
来
る
よ
う
な
形
に
で
き
な

い
か
。

　

︵
教
育
長
︶
社
会
教
育
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
は
様
々
な
補

助
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
含
め
、
補
助
、
支
援

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
、

施
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

答 問答

　
　

経
済
的
に
苦
し
い
個
人

事
業
者
へ
の
支
援
は
。

　
　

相
談
業
務
等
は
個
人
事

業
者
へ
も
行
な
っ
て
い
る
が
、

商
工
会
が
補
助
金
を
使
っ
て

直
接
融
資
を
行
う
わ
け
で
は

な
い
。
政
策
金
融
公
庫
な
ど

を
紹
介
す
る
。

　
　

町
の
未
来
は
不
安
だ
ら

け
だ
。
未
来
に
向
か
っ
て
俯

瞰
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　
　

人
口
減
少
に
よ
る
後
継

者
、
担
い
手
不
足
が
喫
緊
の

課
題
。
外
国
人
技
能
実
習
制

度
の
勉
強
会
も
開
催
す
る
が
、

円
安
の
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

第
３
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

雇
用
対
策
を
進
め
る
。

※

今
回
の
原
稿
は
、
広
報
委

員
会
で
作
成
し
ま
し
た
。
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行政視察の様子

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

環境変化に多くの課題
　令和６年４月２３日、

著しい気候変動に対する、

町内における農業および

漁業の現状を把握するた

め、現地調査を行った。

総務産業建設
常任委員会

　町内にてネギの生産を行って

いる２団体からの調査では、昨

年の猛暑による生産への影響は、

事前調査と同様に厳しい現状で

あり、課題解決に向け関係機関

と連携し取り組んでいる。

　水産業では、１月と２月に甚

大な被害をもたらした南岸低気

圧による影響などについて、各

漁協支所から聞き取り調査を行

った。多くの懸念があったワカ

メ・メカブについては、収穫期

間中の調査であったため、現況

報告によるものであったが、過

調査の概要 去に類を見ない状況で困惑しな

がらも現状を乗り切っている状

態であった。様々な説明から、

養殖の生産量、漁船の漁獲量と

もに減少傾向であり高水温や気

象変動の影響は非常に深刻であ

った。

　平均気温および平均水温の変

化により、生産地域が北上傾向

にある事を踏まえ、関東圏に焦

点をあて、当該地域の現状と対

策を調査検討する必要がある事

から継続調査とする。

精度の高いアセスメントを
　令和６年５月１６日、

京都府与謝野町ならびに

宮津市にて、いじめや不

登校、要保護児童に関す

る取り組みについて現地

調査を行った。

民生教育防災
常任委員会

　与謝野町では、児童生徒自身

がアンケートに答える形式の学

級満足度調査を導入し、結果を

分析することで子どもたち一人

ひとりに合わせた精度の高いア

セスメントを実現しようと取り

組んでいた。また、キッズステ

ーション事業では、児童が自由

に利用できる安全・安心な居場

所づくりのため、地域と行政が

一体となって、空き家などの多

様な地域資源を活用し、子育て

支援の新たな担い手創出に成功

していた。具体的には、子ども

の居場所づくり等の事業を実施

する団体に対し、上限６０万円

調査の概要 の補助金を交付する「緩やかな

学童保育」と呼べるものだが、

実施団体は当初の３団体から８

団体に増え、しかもそのすべて

が地域から自主的に声が上がっ

たものであった。

　宮津市では、毎年１１月の子

ども虐待防止月間以外でも、職

員がオレンジリボン運動の啓発

に努めていた。また、視察会場

した複合施設には、多数の商店

と、図書館、子育て支援施設な

どが一緒に入っており、子育て

に関する事業連携が充実してい

た。

　これらの調査結果を当町での

事業化につなげるため、さらに

調査を継続する。

議
案
一
覧 

〜
６
月
定
例
会
議

６月定例会議　議案一覧　２５件

町税の条例の一部改正について専決処分の承認
 （１）定額減税について規定整備
 （２）固定資産税の負担調整措置の継続
 （３）地方税法改正に関連する規定の整理

国民健康保険税条例の一部改正について承認
 （１）後期高齢者支援金等に係る課税限度額の引き上げ
 （２）税の軽減措置について軽減判定の算定引き上げ

令和 5 年度一般会計繰越明許費について繰越計算書の承認

令和 5 年度一般会計事故繰越しについて繰越計算書の承認

農業委員会の委員の任命について同意 →P５
（新規 3 名・継続 6 名　任期は令和 6 年 7 月 20 日から 3 年間）

町税条例の一部改正（地方税法改正に伴う雑損控除適用対象特例の設置）

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正
（事業所等における職員配置基準の見直し）

特定復興産業集積区域内における固定資産税の課税免除の一部改正
 （１）対象設備の取得期限の延長
 （２）課税免除対象者の変更
 （３）対象となる計画認定期間の変更など

志津川中学校トイレ改修工事について、志津川建設株式会社と１億 5,400 万円で
工事請負契約締結。工期は令和 7 年 2 月 20 日まで。 →P４

（志津川中学校校舎内、屋内運動場、柔剣道場のトイレ改修工事）

スポーツ交流村整備工事について、旭洋設備工業株式会社と 2 億 3,650 万円で工事
請負契約締結。工期は令和 7 年 2 月 20 日まで。 →P４

（ベイサイドアリーナのトイレ改修や空調設備等の改修工事）

町道平磯連絡線道路改良工事を、遠藤・佐千代 JV と 612 万円増額し 1 億 5,291 万円
で変更契約締結。工期は令和 6 年 6 月 28 日まで。

石浜地区防波堤整備工事を、（株）阿部伊組と 3,752 万円増額し、1 億 3,377 万円で
変更契約締結。工期は令和 6 年 9 月 3 日まで。

町有林樹木の売払いについて
（大船沢、黒崎、蛇王、上沢前、上沢、石泉の町有林樹木を売却）

町有林樹木の直営生産事業代行委託について（委託先は南三陸町森林組合）

一般会計補正予算（第 1 号） →P５

国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）

町長の専決処分指定事項の一部改正

　以上の 25 件についていずれも原案可決となりました。

工事

財産

  陳　情　書

以上の陳情については、議員に配布しました。

〇　ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求する意見書の

　提出を求める陳情

報告第　１号

報告第　２号

報告第　３号

報告第　４号

同意第１号〜
　　同意９号

議案第　１号

議案第　２号

議案第　３号

議案第　４号

議案第　５号

議案第　６号

議案第　７号

議案第　８号

議案第　９号

議案第１０号

議案第１１号

発議第　１号

予算

予算

議会では、町民の方や町外の方からの陳情などを随時受け付けています。

・・ の受理状況の受理状況請 願　陳 情請 願　陳 情

報告

６月定例会議　議案一覧　２５件
（報告４件・同意９件・条例３件・工事４件・財産１件・委託１件・予算２件・発議１件）

発議

委託

条例

同意

報告

報告

報告

条例

条例

工事

工事

工事

ネギ農家の現地調査の様子
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昭
和
十
六
年
十
二
月
小
学
四
年

朝
校
庭
で
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

と
南
太
平
洋
で
戦
争
が
勃
発
し
た

こ
と
を
学
童
皆
で
聞
く
。
素
足
で

下
駄
ば
き
少
し
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く
感
じ
た
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ご
ろ
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況
も
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な
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大
空
襲
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見
舞
わ
れ
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夜
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翌
日
仙
台
が
焼
け
野
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に
な
っ
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と
聞
く
、
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津
川
に
も
空
襲
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鳴
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分
達
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授
業
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す
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に
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室
に
走
る
先
生
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天

皇
陛
下
の
写
真
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胸
に
抱
き
五
人

で
前
後
を
守
り
裏
山
へ
退
避
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警

報
解
除
ま
で
無
言
で
身
を
ひ
そ
め

る
。
二
回
目
は
家
族
で
権
現
山
へ

走
り
沢
に
入
っ
た
そ
こ
に
は
大
勢

の
人
た
ち
も
い
た
。
鳥
居
の
所
で

町
の
方
を
見
て
い
た
そ
の
時
西
の

方
よ
り
数
機
来
襲
内
一
機
の
エ
ン

ジ
ン
音
が
響
く
、
水
尻
の
山
よ
り

白
煙
が
上
が
っ
た
。
三
回
目
の
空

襲
は
大
森
造
船
場
上
空
を
旋
回
、

議
会
か
ら

窓
越
し
に
見
た
銃
撃
音
が
す
ご
か

っ
た
こ
と
を
覚
え
る
。
八
月
十
五

日
ラ
ジ
オ
で
終
戦
の
放
送
を
聞
く
、

軍
国
少
年
達
は
負
け
た
こ
と
を
信

用
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黙
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と
防
空
壕
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作
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そ

の
場
の
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人
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少
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た
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は
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。

　

子
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大
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方
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え
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我
々
議
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両
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き
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よ
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今

後
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ラ
イ
ブ
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像
配
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中
！
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・
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マ
ホ
か
ら
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リ
ア
ル
タ
イ
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で
ご
覧
に
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ま
す
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配
信
映
像
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こ
ち
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か
ら 

�

　次回の本会議は９月開催の予定です。
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集
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の
夏
の
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﹁
ホ
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大
不
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﹁
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の
大
切
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な

っ
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い
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す
。
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な
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皆さんの考えをお聞かせください。
投稿お待ちしています‼（400 字程度）

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言


	74号表紙のコピー
	74号P３ーP２特集のコピー
	74号P５補正ーP4議審のコピー
	74号P７阿部ーP６一般 扉のコピー
	74号P９須藤ーP８後藤のコピー
	74号P１1今野ーP１0佐藤雄のコピー
	74号P１3及川−P１2伊藤のコピー
	74号P15委員会ーP14一覧・陳情のコピー
	7４号編集後記のコピーのコピー

